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セフィードルード川流域総合水資源管理調査事前調査・面談者リスト 
No 氏名 所属機関 役職 適用 
1 Mr. Ali R. Daemi   Deputy of Planning and Economic Affairs 

2 Mr. Majid SAYYARI Director General of Budget & Planning 
3 Ms. Bahareh Hafez  Water allocation/planning expert 
4 Mr. Asghar Jahami  
5 Ms. Maryam Omid 

WRMC 

Environmental and water quality management 

Ministry of Energy 

6 Mr. Bizhan Koohi  Director of Power Station 

7 Mr. Mohammad Taghi Sadeghi  Sedimentation & Hydrology Expert 
8 Mr. Omran Momeni  Development Expert 
9 Mr. Allehyar Ghavidel  

Manjil 発電所 

Security 

Gilan Water Authority 

10 Mr. (to be filled) Director of Gilan Water Authority  

11 Ms. Suri  Senior Expert PIC of Project  
12 Mr. Marzbani 

Gilan Water 
Authority： 

- Guide to the field 
13 Mr. Abdollah Moshir Panake  Manager 
14 Ms. Sohila Mafakperi Water allocation right manager 
15 Mr. Eghbal Shanazari Manager of Plan & Development 
16 Mr. Tofigh Galmehammadi  Plan & Development, Project Manager, Director of 

technical committee 
17 Mr. Jamil Moradian  Design & Development, Director of Surface Water 
18 Mr. Jamshid Moharerzadeh  

Kordestan Water 
Authority 

Water resources operation 
19 Mr. Kamaladin Reshadul 

 
Soil & natural resources, Technical Deputy of 
Agriculture 

20 Mr. Hossain Sayadi 

Provincial Jihad 
Agriculture 

Soil & natural resources 

Kordestan Province 

21 Mr. Arash Nejati  東アゼルバイジャン州 Water Authority 
22 (to be named)  Astur ダム建設事務所 

東アゼルバイジャン

州 Water Authority 
23 Mr. Reza Sohrabi  Director General 

24 Mr. S.M.R. Hashemi  Deputy Director General 
25 Mr. Ali Akbar Moosavand Head of Flood Group 
26 Mr. R. Mirsanei Head of Landslide group 
27 Mr. H.A. Mohammadi  

Watershed 
Management 
Dept.： 

International Division, Forest Expert 

Ministry of Jihad 
Agriculture 

28 Mr. Abbas Hamraz ZWM Manager Zanjan Province 
Watershed Management  

29 Mr. Mansour Bateni  SRＭB Director Sefidrud River Basin 
Management Bureau  

30 Mr. Masoud Bagherzaden 
Karimi  

Senior Expert of Wetlands  

31 Mr. Hadinia 

Dept. of 
Environment 

EIA Office  
32 Mr. MA. Taban  Head of Dept. Integrated Water Resources Dept.  
33 Mr. Amir Hassan Pakdaman  Head of Water Resources Section  

34 Mr. A Ghobadi  Technical Advisor, Steering committee  
35 Mr. Bahman Khayyam  Senior Water Resources Specialist)  
36 Mr. B. Sharif Specialist, Water Resources Section)  
37 Mr. V. Karami Specialist, Irrigation Dept.  

38 Mr. A. Arabi  Specialist, Social Studies Dept.  

39 Mr. T. Aryan  

MAHAB 
GHODSS 社 

Specialist, Economic section  
40 長田二等書記官 在イラン日本

大使館： 
二等書記官 経済協力担当 

41 蔵方主席駐在員 主席駐在員  
42 涌井職員 職員  
43 中山企画調査員 企画調査員  

44 Mr. Babak SAMIEI  

JICA イラン駐
在員事務所 

Program Officer  

45 Mr. Ruhollah Sohrabi  通訳  
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付属資料 6 打合せ議事録 
 

議事録（１） 
件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 3 日（土）9：50～11：30、JICA イラン駐在員事務所 

駐在員事務所：蔵方主席駐在員、中山企画調査員、通訳：Mr. Ruhollah Sohrabi 出席者 

調査団：永田団長、沢田、山川、糸魚川 
概 要 １．団長の方針説明 

 調査日程、方針および方向性として以下の概要説明を行った。 
①調査日程について；2 月 11 日がイラン国革命記念日の休日に当たることから 2 月 6 日に S/W および

M/M の協議合意とサインの実施を目指す。このため、現地調査は一日短縮し、休み明けの 2 月 10 日(土)
を調印の予備日に当てたい。そして翌日出国予定。 

②データ提供について；イランにおける既往の調査では、多くの場合、データの入手に困難を伴ったが、
今回もスムーズにデータが入手できるかどうかは疑問がある。このため、原則としてデータは無償提
供してもらうことを M/M に記載する。また本案件に関し、イランのコンサルタントがこれまでに実
施した調査結果が中間報告書に纏められているが、この報告書を入手していない(昨年 12 月時点では
未完ということで貸与を断られた)ため、今回はこの報告書の入手を必要条件とする。 

③調査の方向性； 
・前回ペンディングとした数理モデル要請の件は次の段階の課題とする。 
・M/P には流域全体を対象とした調査内容をすべて含める。マンジルダムの堆砂対策、ギラン州の灌漑
施設改修、その他ダム等の個別事業の詳細計画策定や計画見直しは含めない。 

・GIS データベースを作成し、各州に対しても公開する。 
・イラン側の早期実施の要望を取込むため、数理モデルは作成せず M/P の策定を優先させる。 
・調査時期は 9 月頃から来年末をめどとして実施する。データの状況にもよるが、できるだけ実施期間
を短縮する。但し、本部は拙速な調査は避けたい意向である。また、1 年次の調査で大体の状況は把
握できるため、2 年次に仕様を変えることも考えられる。 

・Steering Committee のメンバーとして堆砂・灌漑の関係でジハード農業省、その他関係省庁を取込むこ
とを打診する。但し、Steering Committee の意見が纏らない場合でも調査は続行できるような体制とす
る。 

・定期的ステークホルダー協議を実施機関が主体となって開催し、調査団はこれを支援する体制を作る。 
・水資源の紛争に関る専門家(ファシリテータ－)を調査チームに含めることも検討する。 
・計画の目標年次は 10 年から 15 年先、20 年計画の終わりをターゲットとして需要を想定する。 
２．蔵方主席駐在員のコメント 
・本計画は面積的にも、内容的にも調査対象が過大で、また対象地域に主要農業地域があり大きな経済
活動地域を抱えており、必要なデータの取得が困難な状況が予想されることから M/P 調査および全体
計画策定が非常に難しいのではないかと思慮される。 

・イランは 7～8 千万の人口を抱え、水の問題はきわめて大きいが、他の中東諸国よりは恵まれている。
しかし水開発に関する計画は各行政機関がばらばらに、しかも行き当たりばったりで行っている。国
や流域として全体との整合性が図られていないことが課題であり、水資源以外の問題についても同様
な状況である。 

・国家予算は 33 兆円ととてつもなく大きな規模である。失業率が 10％を越えていることから、雇用対
策として公共事業の拡大を目指している。しかし、全体計画が存在しないため公共事業による投資効
果が発現しないこと(無駄が多いこと)が問題点であり、エネルギーや鉄道開発などの例に見られるよ
うに無駄と見られるような公共投資が多い。このため、予算や水などの資源を有効に活用できる全体
計画があれば、国全体で無駄な投資を 10～20%削減することが可能となり、国家予算規模から 1 千億
円を越える経済効果の発現が見込まれる。きちんとした戦略計画の策定のニーズがあることから、M/P
策定は大きな意義がある。 

・セフィードルード川水系総合水資源管理 M/P の計画策定は規模が大きいため拙速にならないよう、デ
ータの入手が困難なところは宿題として残すことも考えるような配慮も重要であると考える。大事な
プロジェクトであり意義が有ることであり、しっかりと確実に行いたい。地下水に関しては、データ
入手が相当困難と考えられるので、M/P 計画にどの程度反映できるかは疑問が残る。 

・ 環境ガイドラインを考慮すると Steering Committee はエネルギー省のみとなるのではないか。また、
環境省をどうするかといった問題もある。M/P で環境調査を実施する国は少ないためイランの場合を
確認してもらいたい。 

３．その他(沢田団員) 
・イランは水資源の国別研修を実施しているため、本件調査におけるカウンターパート研修の必要性の
要否は。→事務所：カウンターパート研修枠は取っておいて貰いたい。 

以上 
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議事録（２） 
件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 3 日（土）13：30～16：00 WRMC (5 階) 

WRMC：Mr. Ali R. Daemi (Deputy of Planning and Economic Affairs)、Mr. Majid SAYYARI (Director General 
of Budget & Planning)  

出席者 

調査団：永田団長、沢田、山川、糸魚川 
駐在員事務所：中山企画調査員、Mr. Babak SAMIEI (Program Officer)、通訳：Mr.Ruhollah Sohrabi 

概要 １．団長 
・調査団の目的・調査日程の説明、団員紹介および本件の方向性について概要説明を行った。 
・前回 12 月の調査結果に基づき JICA 本部で検討したが、JICA として本件は実施したいと考えている。 
・今後の調査の内容は①データ収集、②計画の 2 項目となるが、①については社会・経済データを除
き MAHAB GHODSS 社がほぼ収集しているため、社会・経済データを JICA 調査団が収集するとか、
②については、MAHAB GHODSS 社のサポートを受けながら M/P の策定を JICA 調査団が主体的に
実施することが、考えられる。 

・M/P の内容は、WRMC と関連流域 8 州とのコンセンサスを共有した M/P を策定するが、マンジルダ
ムの堆砂対策、ギランの灌漑施設改修および数理モデルは除くこととする。また、M/P の精度は収
集データの精度如何による。 

・調査期間は、緊急性を配慮して短縮する。 
・実施体制を確立するため、農業ジハード省および関連機関を取込むことが望ましく、ステークホル
ダー協議が重要である。 

・データベース作成のための衛星写真は準備する。 
２．WRMC ダエミ局長 
・JICA の提案は、WRMC 側の考えていた案と非常に近い。 
・MAHAB GHODSS 社の中間報告書が近日中に精査される。 
・セフィードルード川流域には、170 余りのダム計画があるが、これだけ作るのは無理がある。 
・堆砂問題、水力発電も水資源管理の重要な要素である。 
・ギラン州の灌漑の問題について解決可能な結果となって欲しい。 
・現在、実施している Steering Committee は、WRMC が議長となり、ステークホルダーである Provincial 

Water Board および大学教授がメンバーである。 
以上 

 
議事録（３） 

件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 4 日（日）14：40～13：30、在イラン日本大使館 

在イラン日本大使館：長田二等書記官 (経済協力担当) 出席者 

調査団：永田、沢田、山川、糸魚川 
JICA 駐在員事務所：中山企画調査員 

概 要 １．団長 
調査団の目的・日程説明および団員紹介を行い、これまでの調査の経緯、背景、現状について説明し
た。更に今後の調査の対処方針および課題についての概要を次の通り説明した。  
・WRMC が MAHAB GHODSS 社に委託し進めている業務と平行して同社が収集したデータを共有し
ながら、M/P の策定を目指す。 
・M/P の内容にはマンジルダム堆砂対策、ギラン地域灌漑リハビリ、シャールッドダムの詳細計画の
検討等の作業は含めない。 
・MAHAB GHODSS 社の収集データを基にして GIS データベース化を図る。 
・イラン側は数理モデルの策定を希望しているが、策定には相当な時間と労力を要すると見込まれる。
また、数理モデルを作ってもその利用がイラン側の現状では図れない可能性が高いことから、数理モ
デルの構築は計画内容に含めない方向で検討している。しかし、イラン側の出方によっては、検討し
なければならない可能性もある。 
・現在 WRMC では、流域内のすべてのプロジェクトを中断して水資源管理システムの構築を目指して
いる背景から、早急な M/P の策定が求められており、こちらの作業を優先させたい考えである。本格
調査期間は本年 9 月頃から来年末を見込んでいる。しかし可能な限り、期間を短縮して早急に M/P の
完成を目指したい。 
・M/P の構築に際して流域内の関係者間の利害関係調整のためのステークホルダー協議が不可欠で、
その結果を計画内容に反映するこが必要があり、この支援を行うことを考えている。 
 
２．書記官のコメント 
・イラン側は個別には相当高いレベルの技術を持っており、JICA として可能なところを補充しながら
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日本の支援を実施することでより効果的ないい結果が得られると考えられる。 
・イラン側が数理モデルにこだわる理由が不明のため、その意図を把握することが重要である。類似
の例として、テヘラン市内の交通渋滞を緩和するためのハイレベル ITS システムがある。これらのシ
ステムを稼働させるためには道路、信号機など交通インフラが整備されていることが前提条件である
が、イラン側はこのよう内容を十分に理解しないで、システムさえ導入すれば渋滞が解決すると考え
ている節がある。このような誤解を解くためにはよく話し合い、システムについて十分な説明を行い、
相手側に適切な判断をしてもらうことが重要である。 
・水資源管理のシミュレーションモデルを稼働させるためには、全体的なシステムの構築が必要とな
り、ソフトとデータだけあればすぐに効果が発揮できるものではない。水資源管理に関する日本とイ
ランの条件が大きく異なることから、日本のシミュレーション技術がどこまで利用できるか、イラン
側が納得する成果が得られるかどうか疑問が残る。ソフトと社会的なハードが相対的に発展しないと、
その効果は発揮されない。イラン側は幻想を抱いているところが有り、安易なシステムに手を出すの
ではなく、基本的で且つ理解できるシステムを策定するような方向が原則ではないか。 
・水資源管理専門家が派遣されればその辺のこ とをよく説明してもらい、イラン側に納得してもら
えるし、本格調査もやり易くなると思われる。 

以上 

 
議事録（４） 

件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 4 日（日）17：00～18：30 MAHAB GHODSS 社 

WRMC：Mr. Majid SAYYARI (Director General of Budget & Planning)  

MAHAB GHODSS 社：Mr. Amir Hassan Pakdaman (Head of Water Resources Section)、Mr. Bahman Khayyam 
(Senior Water Resources Specialist)、Mr. B. Sharif (Specialist, Water Resources Section)、Mr. V. Karami 
(Specialist, Irrigation Dept.)、Mr. A. Arabi (Specialist, Social Studies Dept.)、Mr. T. Aryan (Specialist, Economic 
section) 

出席者 

調査団：永田団長、沢田、山川、糸魚川 
駐在員事務所：中山企画調査員、Mr. Babak SAMIEI (Program Officer)、通訳：Mr. Ruhollah Sohrabi 

概要 １．団長 
・調査団の目的、団員紹介を行った。 
２．MAHAB GHODSS 社 
同社の出席者の紹介後、Power Point により、中間報告の概要説明を行った。その概要の幾つかを次に
示す； 
・本業務は、水資源の配分計画で優先順位は、①飲料水、②ギラン州の水配分、③維持流量(environmental 

flow)である。 
・当該流域のステークホルダーは 8 州で、この内 1 州は流域全体の 2％の面積を占めるにすぎない。ま

た、業務の発注者は WRMC と Gilan Water Authority (WRMC の州組織)である。 
・計画の目標年は 30 年で、2005 年から開始されたため、2035 年となっている。 
・表流水の流域区分は 13 ヶ所、地下水の流域区分は 14 ヶ所となっている。また、地下水の関連流域
は 66,300 km2で、表流水の関連流域より約 2,000 km2多い。 

・流域には 24 ヶ所の水文観測点があり、日観測のデータが 40 年以上蓄積されている。平均雨量は 390 
mm/年である。 

・流域には既設、建設中、計画済み等のダムが 176 ヶ所あり、この総貯水容量は 56 億 2 千万 m3である
が、38 ヶ所のダムでこの容量の 98％を占めている。このためダムは容量が 500 万 m3を境として 2
つのグループに分けている。この中にはジハード農業省で計画されたダムも含まれる。また、95 ヶ
所(約 53％を占める)のダムが建設済みで運用されている。 

・流域の可耕地の総面積は 46 万 ha である。 
・セフィードルード川は 2 つの主要支川から成り、Shahrud 川は延長 230 km、Quzel Ozan 川で延長 600 

km である。 
・人口の増加率が高く 1993 年から 1996 年にかけては、8.3%となっている。 
・GIS の基本図は 1/5 万、1/25 万等であるが、データベースは継続して作成している。 
・データの解析はほぼ終わっているが、堆砂関係は継続中である。 
３．調査団 
説明に使った Power Point のファイルおよびコピーを入手したい。 
MAHAB GHODSS 社→発注者の承認が必要。 
WRMC→手続きをとる。 

以上 
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議事録（５） 
件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 5 日（月）8：00～9：00 WRMC (5 階) 

WRMC：Mr. Majid SAYYARI (Director General of Budget & Planning) 出席者 

調査団：永田団長、沢田、山川、糸魚川 
JICA 駐在員事務所：中山企画調査員、通訳 Mr. Ruhollah Sohrabi 

概 要 ＜S/W 協議＞ 
WRMC：S/W は全般的には問題ないが、その内容が大まかなため、特に Methodology を詳細に詰めた

い。 
団長：詳細な事項は M/M に記載したい。また、Methodology についてはインセプション・レポートで

明らかになる。もし要求事項があれば、今ノートしておいて業務指示書(TOR)の検討事項に含め
ることはできる。また、インセプション・レポート協議において、軽微な変更は可能であるが、
大幅な変更は予算にも係ることであり出来ない。 

WRMC：インセプション・レポートで Methodology が決まるのであれば、その前に内容を確認したい
ので業務指示書(TOR)のドラフトを送って欲しい。この調査でよい結果を出すためには事前
の確認が必要である。 

団長：TOR は通常、日本語であり、他の案件でも TOR を事前に提示することはない。事前調査団のコ
ンサルタントが要望を聞いてその内容をとりまとめ、TOR に反映することは可能。 

WRMC：シミュレーションはどこで実施するのか。 
団長：解析の箇所でシミュレーションを行う。WRMC の言う数理モデルはどんなものがあるのか。 
WRMC：WEAP や Hec-5 がある。 
団長：WRMC の言う数理モデルの必要性について説明願いたい。 
WRMC：計画変更があった場合等、将来の変化に備えて流域内の地表水および地下水の水質および水

量に関するシミュレーションができるモデルが必要である。時間については心配しないでい
いのでとにかくモデルを作ってもらいたい。 

団長：M/P では解析に必要な通常のシミュレーションは実施する。WRMC の言う数理モデルが必要な
場合は、エネルギー省の傘下にある Water Research Institute の所有しているモデルもあることで
あり、緊急性の高い M/P を先に実施し、その後、(イラン側で)数理モデルを作成したらどうか。 

WRMC：MAHAB GHODSS 社では WEAP を使っているがかなり、制約がある。流域内の水資源(表流
水と地下水)の質と量およびその動きを分析できる数理モデルの検討が必要である。 

団長：質と量を出すためには、十分なデータが必要であるが、例えば湧水等についてのデータおよび
その測定については。 

WRMC：湧水については毎日の測定記録は無いがデータは十分ある。但し、水質は少ない。 
団長：今のところ、M/P ではどのモデルを使用するかは未定である。この調査では、M/P を作ること

が先決であり、シミュレーションのためのツール作りに時間を費やすべきかどうか。WRMC 側
の言うようなシミュレーションモデルを作るためには相当の時間と費用がかかる。 

WRMC：シミュレーションモデルについても検討し、どのようなモデルでもかまわないので、一般的
なソフトを用いて流域内の水資源の質と量を分析してもらいたい。 

団長：この件については、WRMC 側の要望を M/M に記載し、JICA 本部でその可能性について検討し
たい。 

WRMC：了解した。JICA の M/P 調査では何を優先するのか。経済・社会指標、環境指標についてはど
のようなアプローチを行うのか。 

団長：データがない現状では何とも言えないが、これらの要素は含めて検討する。 
WRMC：S/W の中に、M/P の優先順位についての評価を適当な箇所に記載してほしい。また、M/P で

はリアルタイムオペレーションプランも策定して欲しい。これは、例えば、ある地点の流量
を入れると即座に、関連のダムの操作が連動して分かるようなシステムである。更に、渇水
時の水配分のガイドラインのようなものも策定して貰いたい。 

団長：リアルタイムオペレーションプランの中に、水資源管理の全ての要素を盛り込むことはできな
い。 

WRMC：堆砂および洪水について、今回の M/P ではそれらの対策についての詳細検討は含めないこと
とするが、M/P 実施中に得られた検討結果を recommendation という形で報告書に反映させて
欲しい。 

団長：洪水については、M/P で取上げることはないが、M/P 実施中に得られた検討結果は、堆砂と共
に recommendation という形で報告書に反映させることは可能であり、この項目は M/M に記載す
る。 

以上 
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議事録（６） 
件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 6 日（火）9：00～10：00 Watershed Studies and Evaluation (WSE)、Forest, Range & Watershed 
Management Organization (WMO), Ministry of Agriculture-Jihad (MOAJ, 3 階) 
Watershed Management Dept.：Mr. Reza Sohrabi (Director General, WSE)、Mr. S.M.R. Hashemi (Deputy 
Director General, WSE)、Mr. Ali Akbar Moosavand (Head of Flood Group, WSE)、Mr. R. Mirsanei (Head of 
Landslide group,WSE)、Mr. H.A. Mohammadi (Forest Expert, WSE) 

出席者 

調査団：永田団長、沢田、山川、糸魚川 
JICA 駐在員事務所：中山企画調査員、通訳 Mr. Ruhollah Sohrabi 

概 要 団長：調査団の目的、団員紹介、S/W 協議の経緯等の説明、資料収集の協力依頼を行った。 
WMD：WMD ではカルーン川流域管理計画、アンザリ湿原生態系保全総合管理計画、ゴレスタン州洪

水・土石流対策計画等の開発調査、集団研修、短期専門家の受入れ等の技術協力を受けている
ため、本件のカウンターパート機関はエネルギー省であるが、協力は惜しまない。 

団長：これまでの JICA の開発調査に対する協力についてお礼を述べると共に、セフィードルード川に
ついての状況について質問。 

WMD：最も重要な問題は堆砂で、特に上流は深刻である。 
団長：昨日、WRMC との協議で本件調査に堆砂に係る recommendation を含むことになったが、どのよ

うな問題があるのか。 
WMD：侵食、地滑り、堆砂が主な問題で砂防ダムも建設しているが、数は少ない。これらの資料は洪

水も含め提供する。また、Manjil Dam は堆砂が多く、その内約 60%は細粒である。このため、
下流へ排砂した際、魚の生息に影響を及ぼし、灌漑水路への土砂流入といった害が生じる。 

団長：水分野におけるエネルギー省とのデマケはどのようになっているのか。また、MOAJ、WMD の
組織図を頂きたい。 

WMD：灌漑では二次水路までがエネルギー省の管轄で、それ以降は MOAJ である。組織図については
後日渡す。 

以上 

 
議事録（７） 

件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 6 日（月）17：45～20：00 WRMC (5 階) 

WRMC：Mr. Majid SAYYARI (Director General of Budget & Planning)、Ms. Bahareh Hafez (Water 
allocation/planning expert) 
Mahab Goddes：Mr. MA. Taban (Head of Dept. Integrated Water Resources Dept.)、Mr. A Ghobadi (Technical 
Advisor, Steering committee)、Mr. Amir Hassan Pakdaman (Head of Water Resources Section) 

出席者 

調査団：永田団長、沢田、山川、糸魚川 
JICA 駐在員事務所：中山企画調査員、Mr. Babak SAMIEI (Program Officer)、通訳 Mr. Ruhollah Sohrabi 

概 要 ＜M/M 協議＞ 
JICA 側が作成した M/M 案の内容について協議し、即時修正を加えた。確認事項および変更内容は以下
の通り。 
１． シャールッドダム検討の項目は削除する。 
２． レコメンデーションについて M/P の結果を明記する。 
３． シミュレーションモデルについて調査団は了解したと書いてほしいとの要請が WRMC 側より要望

が再度出されたが、団長はこれらの要望については東京に伝えるとのみ回答した。シミュレーショ
ンモデルはすでにマハーブゴーツ社が開発を実施しており、同社の作業進捗状況およびシミュレー
ションモデルの内容については、後日調査団コンサル団員が調査を行うこと。 

４． ステークホルダーミーティングは実施する。ステークホルダーは各州の水資源管理公社の担当者で
あり、農民や NGO などではないことを確認した。 

５． カントリーフォーカストレーニングコースには 13 名の参加を希望。同コースは来年に終了する予
定。C/P トレーニングは 1 名のみの予定であり、イラン側実施機関のより多くの人材育成を図るた
め、トレーニングセミナーやワークショップ開催で対応したいというイラン側の要望に対して、調
査団は了解した。 

６． JICA 本格調査団のイラン側 C/P チームは 3 日間のうちに WRMC がリストを作成する。メンバーは
10 名程度は必要であり、M/M には 20 日までに JICA に提出すると記載する。 

７． ステアリングコミッティは他の部外者を含めると、混乱して揉めるため、早期の結論を出すことが
難しくなる。コミッティのメンバーはエネルギー省に限定したい。WRMC が M/P の責任組織であ
り、部外者が入ると責任分散してプロジェクトの実施が困難となるため、ステアリングコミッティ
は作らない方向で検討したいとの意見が WRMC 側から提案された。 

８． 環境社会配慮の内容については、WRMC の環境および品質管理セクションが持っている基準および
クライテリアを確認すること。 
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９． 本格調査の TOR については本協議の中で決定して欲しい。そしてインセプションの内容変更を認
めて欲しい。また、参考のため TOR の標準仕様があればそれも出してほしい。本格調査では、イ
ンセプション・レポートのドラフトを事前に提出してもらって、WRMC が内容検討し、コンサルタ
ントと相談してファイナルインセプションとしたいと WRMC は要望した。 

以上 

 
議事録（８） 

件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 7 日（月）11：00～12：00 Manjil 発電所・会議室(Gilan Water Authority) 

Manjil 発電所(Manjil P/S)：Mr. Bizhan Koohi (Director of Power Station)、Mr. Mohammad Taghi Sadeghi 
(Sedimentation & Hydrology Expert)、Mr. Omran Momeni (Development Expert)、Mr. Allehyar Ghavidel 
(Security) 

出席者 

調査団：永田団長、沢田、山川、糸魚川 
JICA 駐在員事務所：中山企画調査員、通訳 Mr. Ruhollah Sohrabi 

概 要 団長：調査団の目的、団員紹介、S/W 協議の経緯等の説明を行った。 
Manjil P/S： 
＜ダム・発電所＞ 
・Manjil ダム・発電所は 45 年前にフランスの Saser という会社によって建設された高さ 106 m のバッ
トレス(扶壁)ダムで、右支川 Shahrud 川、左支川 Qezel Ozan 川の合流点に位置する、灌漑および発電
を目的としたダムである。 

・発電所は 5 基のフランシス水車で、単機容量 17.5 Mw、計 87.5 Mw の出力を有している。 
・洪水吐の使用頻度は、過去 18 年間で 2 回である。 
・ダム左岸側に半円朝顔式の非常用洪水吐が 2 基(1,500 m3/s x 2 =3,000 m3/s)あり、工事中は仮排水路と
して使用されていた。 

・排砂ゲートは底部に 5 門あり、容量は 6,000 m3/s で昨年は 25 日使用した。 
・常用洪水吐の容量は 2,000 m3/s である。 
・発電用取水量は 165 m3/s である。 
・容量 1,000 m3/s の底樋がある。 
・1991 年の Manjil 地震の際に堤体上部と扶壁の取付け部付近にクラックが入ったため鋼板で補強した。 
・漏水は少なく、間隙水圧計で測定している。 
・当発電所、下流の取水堰を含め、150 人の職員がおり、発電所のみは 100 人で 4 交代である。 
＜貯水池＞ 
・貯水池の当初の総容量は 17 億 5 千万 m3 (パンフレットでは、1765 mil. m3)であったが、現在は堆砂
により 11 億 5 千万 m3と減少している(堆砂が 6 億 m3と算定される)。 

・貯水池運用ルールを書いた文書はなく、職員の頭に入っている。 
・貯水池の流域内の一部にオリーブが植林されているが、WMD が実施している。また、同流域内は軍

の演習地としても使用されている。 
・洪水吐のレベルは、左支川で 25 km 上流まで、右支川で 13 km 上流となるので、河床勾配は左支川
が緩い。 

・エネルギー省と WMD の境界は洪水吐より 6 m 上となっている。 
＜水需要＞ 
・Gilan 州の水需要は 25 億 m3である。また、セフィードルード川からの農業および工業用水は水質が
非常に悪いと言われている。これは、上流域の町の下水および工場からの廃液のセフィードルード
川への直接放流などが考えられるが、環境基準がない。 

・近年は渇水傾向にあるため、水の供給能力が減少している。近年では 8 年前と昨年が渇水年。 
・下流の水需要は、Gilan Water Authority の Planning section が過去 10 年間のデータに基づいて平均値を

算定し、毎年発電所に通知する。 
＜灌漑＞ 
・灌漑用水は 3 月末から 9 月初めまで約 16 億 5 千万 m3供給している。 
・灌漑用水の最大流量は 220 m3/s で、発電はピーク負荷に対応した発電方式ではなく、定常負荷に対応

している。また、維持流量は 5 m3/s となっている。 
＜堆砂＞ 
・堆砂量は 45 年間で 19 億トン、年換算で約 4 千 3 百万トンであるが、この内、12 億トンを既に排砂
し、現在は 7 億トン(19 億トン－12 億トン)が貯水池に残っている。 

・ダムからの排砂は、灌漑期が終わってから、実施しているが、実施の 20 日前に住民に知らせている。
ダムからの排砂水 1 リットル中の土砂混入率は 442 g とかなり高濃度のため、下流の飲料水の水質悪
化、魚類の死滅、灌漑用取水堰(2 ヶ所)への堆砂等の様々な影響があるが、補償については実施して
いない。 

・ダムから左支川 15 km 上流の堆砂状況を視察。この付近は堆砂が激しく、堆砂厚は 25～30 m で年々
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硬くなっている。また、堆砂箇所が年々位置を変えている。このため、堆砂箇所にバックホウで幅
50 m、深さ 12 m の水路を掘削し、流速を早めて約 4 百万トンの堆砂を除去できた。 

・日本のダムの排砂はどのようにしているのか。 
団長：日本のダムの排砂事例の説明。 
その他： 
・Astur ダムは、現在、建設中であり、既設のタレガンダムの容量は 5 億 2 千万 m3である。 
・Manjil 地点は風が強いことから、ダム右岸側に風力発電施設(デンマーク製)が 60 基(無償)あり、将来
的には 300 基にする計画(有償)である。 

・調査は 1953 年に開始され、建設は 1956～1963 年の間に実施された。 
・ダム高は 106 m であるが、河床からの高さは 86 m、基礎の長さは 106 m である。 
・堤頂長は 425 m、堤頂幅は 8 m。 
・湛水面積は最大で 56 km2、集水面積は 56,200 km2である。 
・湛水長は、左支川 Quzel Ozan で 25 km、右支川 Shahrud で 13 km である。 
・最大放流量は、6,200 m3/s である。 

以上 

 
議事録（９） 

件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 7 日（火）15：55～17：10 Gilan Water Authority 局長室 

Gilan Water Authority：Mr. (Director of Gilan Water Authority)、Ms. Suri Senior Expert PIC of Project 出席者 

調査団：永田、沢田、山川、糸魚川 
JICA 駐在員事務所：中山、Mr. Sohrabi (通訳) 

概 要 １．表敬挨拶 
 Gilan Water Authority の局長より歓迎の挨拶があり、永田団長より訪問の団員の紹介、訪問目的の説
明、WRMC との S/W 協議の状況説明を行った。これに対して局長より今回の協議が成功することを
願っているとの言葉があった。 

２．ギラン州の概要説明 
・ギラン州はセフィードルード川の最下流に位置し、水資源管理検討の成果が最大に発現される場所
である。各種の情報もここに集まることから、今後の調査に関する情報を提供することが可能である
との説明があった。 
・M/P では特にセフィードルード流域内の利害関係者の適切な調整が重要であり、ステークホルダー
協議の調整と仲介役を果たしたいとの永田団長の表明に対して、所長からイランサッカーには 2 つの
主要チームがあり、紛糾することがあるため、レフリーは外国から招待している例などがある。この
様なことと同様に公正な判断を支援するために JICA の支援を望むとの話があった。 

・ギラン州は農業州であり、180,000Ha の水田で国内の 40%以上のシェアーの米を供給しており、この
農地の水需要を賄う必要がある。上流域における水管理の失敗によってギランに水がこなくなってお
り、ギラン州では農地を拡大する計画はなく、現在の農地規模を維持するために必要な水資源の確保
が最大の課題となっている状況説明がギラン州担当者よりあった。 
３．情報収集について 
・現在マハーブゴーツ社の実施しているセフィードルード流域内水資源管理調査の中間報告書につい
て M/P 調査の TOR や内容を確定するためにも調査団はこの報告書の入手を必要としている。しかし、
この調査の委託者であるギラン州と WRMC の了解がないと出せないとマハーブゴーツ社は言ってい
る。そのため、これらの資料の提供を受けられるよう了解を頂きたいとのリクエストを永田団長が行
った。これに対しギラン州担当者は、JICA の実施予定の調査についても、JICA のことについても
WRMC より何の連絡も受けていない。本部から紹介される前にギラン州が直接 JICA に対して資料提
供の許可や承認をするわけには行かない。正規のルートを通して対応したいとの返事があった。ただ
し、待っていても時間ばかりすぎてしまうので、ギラン州側から WRMC に連絡をとって経緯を確認
した上で、手続きをとる考えであるとの表明がされた。 
４．現地踏査日程について 
・明日のギラン州現地踏査スケジュール内容について、どこでどのようなものを見たいのか？アレン
ジする必要があるのか？変更はないのか等の確認が局長からあった。これに対して、もし推薦する場
所が有れば教えてほしいとの団長の依頼があった。この結果、取水施設および灌漑地域の一部の見学
を行うこととなった。 
５．ギラン州の一般的な情報 
・調査団よりギラン州の一般情報について提供を依頼した。必要な情報内容を事前に連絡してくれれ
ば準備ができたという返事がギラン州側から出された。調査団は 1 月の中旬にすでに質問票を WRMC
に提出しており、そのような手続きを行っていることを説明し、質問票を渡して資料提供の協力を求
めた。しかし、今日はすでに事務所は閉まっており、明日は休日で事務所が開かないため、後日 JICA
事務所宛に資料を送付するとのことであった。しかし、すぐに入手可能な手持ちの資料だけでも今日
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借りて後日返却する旨を説明したが、手元に資料はないとのことで受入れてもらえなかった。 
以上 

 
議事録（１０） 

件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 8 日（水）9：55～10：15 取水トンネル出口(フマン) 

Gilan Water Authority：Mr. Marzbani 出席者 

調査団：永田、沢田、山川、糸魚川 
JICA 駐在員事務所：中山、Mr. Sohrabi (通訳) 

概 要 ＜Gilan 灌漑システムの視察＞ 
・取水堰は、セフィードルード川にあり、Manjil ダムより 40 km 下流、ラシトより 35 km 上流の地点
にある。この堰は Tarik ダムと呼ばれている。 

・取水トンネルは約 17 km で、高さ 3.7 m、幅 3.0 m の上部半円下部矩形の断面で、インバートの勾配
は 2/1000、最大通水容量は 35 m3/s である。主水路の延長は 70 km で、トンネルおよび水路システム
は 38 年前にフランスにより建設された。 

・灌漑面積は 84,000 ha で、この内 60,000 ha は水田である。 
・灌漑地区は 5 つで、15 の 2 次水路、100 の 3 次水路がある。但し、主水路延長 70 km の内、51 km
以遠は灌漑水路システムがないため、非効率的な水使用が行われている。 

・この主水路は途中、15 の自然河川を横断しており、春先は自然河川の水を使っているが、6 月頃か
らは水位が低下し、利用できないためセフィードルード川の水を使っている。 

・1 ha 当りの水使用量は、12,000 m3で 60,000 ha の水田に対し一作 2 億 m3の水が不足している。 
・浚渫等を除き、建設以来、水路の補修は実施していない。水路浚渫は予算の関係で 4～5 年に 1   
 回実施しているが、可能であれば毎年 1 回は実施したい。 
・灌漑地区の堆砂は、水路近くの水田が顕著である。 
・灌漑地区は農民組織がなく、6 ヶ所の Gilan 州の出先機関があるのみである。 
・水使用料は US$40/ha であるが、農民は貧しいため平均で 30％程度しか払っていない。 

以上 

 
議事録（１１） 

件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 10 日（土） 14：00～16：00 WRMC (12 階) 

WRMC：Mr. A.R. Daemi (Deputy Planning and Economic Affairs)、Mr. M.sayyari (Director General of Budget and 
Planning )、Ms. Bahareh Hafez (Water allocation/planning expert)  

出席者 

調査団：永田、沢田、山川、糸魚川 
JICA 駐在員事務所：中山、Mr. B.Samiei 通訳：Mr. R.Sohrabi 

概 要 １．現地踏査の結果及び感想 
会議の冒頭ダエミ局長より現地踏査の感想を求められた。団長は現地踏査報告書を渡し、行程および踏
査の概要を説明した。マンジルダムの堆砂および管理状況、下流域の水利用およびその施設の状況につ
いて印象を述べた。 
２．JICA 側の要望事項の再確認 
・現在マハーブ社が進めている調査の中間報告書のコピーの提供について再度要請した。既存情報の内
容確認が本格調査を進める上で前提条件となるため、これらの情報提供がすべてに優先するため、すぐ
にでも提供して欲しいことを重ねて要求した。 
→これに対し局長は現在マハーブ社の行っている作業は基本データの収集であるが、各州とのコンフリ
クトがあり、これらの基本データの確認を各ステークホルダーに依頼している段階である。そして重要
な点の修正が必要であるため、JICA への提出は今しばらく猶予してほしい。2 月の末には渡せると思
う。 

・団長はこのような基本資料提供のない状況では本格調査の TOR が作成出来ず、開始が遅れる原因とな
るので、協議議事録にこれらの状況を記載することを説明した。そしてコンサル団員の滞在期間中の 2
月 21 日までに提供する旨を記載することで合意した。 
３．本格調査開始時期について 
・局長より本格調査の開始時期として 9 月と聞いているが、これでは遅すぎるので、もっと早くして欲
しいとの要望が出された。その理由として、現在 M/P 調査の結果が出るまで各州の水資源開発プロジェ
クトを待機させているが、調査結果が遅れるとこれ以上、待たせることが出来なくなるためである。流
域内の整合性ある水資源管理を進めるためには、早急な調査の実施が求められている状況から、できる
だけ早く調査を開始して欲しいとの状況説明があった。 
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→この要望に対し、団長は、JICA としては内部および外部に対する必要な手続きを経なければならない。
そのためには一定の時間を必要とする。現在の調査状況から考えても 9 月に開始が妥当な線と考えてい
る。しかし、WRMC 側の要望は理解できるので、可能な限り本格調査開始までの期間を短縮できるよう
努力することを約束した。 
 ４．シミュレーションモデルについて 
・WRMC の Ms. Hafez よりシミュレーションモデルについての強い要望があった。水資源管理に関する
水質および水量のセフィードルード流域内の表流水、地下水を対象としたシミュレーションモデルを調
査期間中に完成させることをインセプションの中で明確に位置づけることを要望した。 
→この要望に対し、団長は前回協議でも説明したが WRMC が行おうとしているシミュレーションの目
的や内容が不明確であり、利用できるデータの状況もわからない状況下、どのようなシミュレーション
ができるかわからない。WRMC の要望に対して必要に応じたモデルの検討を M/M に記載し、本格調査
の始めに明確にすることを説明した。 
５．M/P 調査継続の要請 
・団長より、ステアリングコミッティ或いはステークホルダー会議が紛糾し調査が中断した場合は、

WRMC の裁量により、JICA 調査が中断することなく進むよう協力を依頼した。 
→これに対し、WRMC は協力することを約束した。 
６．S/W および M/M の調印 
以上の討議で M/M および S/W 内容に関する協議を終了した。その後、文書の必要な修正を加え両者の
調印を行った。 

以上 

 
議事録（１２） 

件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・

場所 

平成 19 年 2 月 10 日（土） 17：00～17：45  JICA イラン駐在員事務所  

駐在員事務所：蔵方主席駐在員、涌井職員、中山企画調査員、通訳：Mr. Ruhollah Sohrabi 出席者 

調査団：永田団長、沢田、山川、糸魚川 

概 要 沢田団員 

・現地踏査、S/W 協議、今後の工程についての概要説明がなされた。 

・Gilan Water Authority では、WRMC からの JICA 調査団の事前説明が無かったようで余り歓迎されなか

った。 

・現在マハーブ社の行っている調査の中間報告書を 2 月 21 日に提出してもらうことになった。出なけれ

ば本格調査が遅れることは念を押してある。 

・イラン側は 9 月以前を要望しているが、今後の工程としては 4 月に事前調査票を纏め、最も早く行っ

た場合は 7 月頃が考えられるが断定できない。 
・ 本件調査に関するカウンターパート研修の追加要望をお願いしたい。 

団長 
・イラン側とのデマケは、マハーブ社は資料収集を中心に、本格調査団は計画を中心に今後の調査を進

めることで合意した。 
・シミュレーションモデルについては最後まで揉めたが、予算との関係で出来るだけ要望をかなえたい。

但し、変なものを作るとイラン側もがっかりするため、もう少し検討したい。 

・本格調査では、M/P レベルの全体調査を実施することとし、詳細設計のようなことは除外する。 
・調査の実施体制について、関連省庁をステアリングコミッティに入れることを要望したが、現在のイ

ランの体制では、却って事案が紛糾することが往々にしてあるため、他の関連省庁は入れず、現在ある

ステアリングコミッティをそのまま継続する形とし、イラン側に任せることとした。 

・TOR を見せて欲しいとの WRMC からの要望があったが、断りインセプション・レポートで調査の方

針、方法を示すこととした。 
・ステークホルダー会議等で意見が一致しない場合、調査が遅れる可能性があるが、WRMC が主導して

調査を進めるよう、WRMC に協力を依頼した。 
・今回、WRMC の総裁に表敬を申し入れたが出張中とのことで、面談できなかった。このため機会があ

ったら主席駐在員から本件について説明をお願いしたい。 
 以上 
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議事録（１３） 

件 名 イラン国 セフィードルード川水系総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 11 日（日）11：00～11：30 在イラン日本大使館 

在イラン日本大使館：永田二等書記官 (経済協力担当) 出席者 

調査団：永田団長、沢田、山川、糸魚川 
JICA 駐在員事務所：中山 

概 要 １．団長帰国の挨拶 
 永田団長より本日帰国の挨拶をし、コンサル団員が調査を継続することを説明した。 
２．現地踏査の報告 
 ギラン州の現地踏査報告書を提出し概要を説明した。 
３．S/W 協議の結果および調査全体の概要説明 
調査結果の概要について沢田職員より S/W 協議の概要および成果について報告書を提出し説明した。 
・水資源管理に必要なものはできるだけ提供する方向で検討する。 
・本格調査に必要な資料提供について、マハーブ社のインテリムレポートの調査団側への提出を 21 日
までに行うことを約束した。 

・提供された資料の内容を見て本格調査の TOR 等の方向を検討する。 
・WRMC 側は早急な M/P の実施を強く求めているので、当初の予定より少しでも早く調査を開始でき

るように手配する。7 月から 8 月頃には調査団の派遣を考えているが、WRMC より提供されるレポ
ートのタイミングにも影響される。 

４．団長所感 
 沢田職員の説明の補足として以下の内容の説明をおこなった。 
・WRMC シミュレーションモデルの件を何度も強く要望された。M/P を策定する上で必要なシステム
であれば作成し、提供する方向で検討することとした。モデルのレベル等はコンサル団員が大体の
内容を確定し、インセプションで確定する方向で検討したい。 

・M/P 調査の実施体制として 8 州の水資源公社の代表、大学専門家、WRMC などで構成するステアリ
ングコミッティがあり、これはマハーブ社の実施している調査のために設定されたコミッティであ
るが、同じメンバーがステークホルダーミーティングのメンバーとなる。このため、利害関係から
調査の方向について紛糾することが予想される。コミッティで紛糾して調査がペンディングになる
ことを避けるため、WRMC が主導して調査を進める体制とする。 

・マハーブ社はエネルギー省の傘下にある外郭団体的な位置づけであり、エネルギー省の多くの情報
を保有していることから、どこまで M/P 本格調査に係わるかその位置づけをインセプションで明確
にしてから本格調査に入ることとする。 

・M/P では、水資源の各州への配分とそのコンセプトを明確にして、利害関係者間のコンフリクトを
解決することが課題である。 

・イラン側には相当な技術力があるので、日本側も技術力を結集して対応したい。 
・シミュレーションモデルについては多くの課題があるが、イラン側の要望にはできるだけ応えたい
と考えている。これらの M/P 調査が成功すれば、イラン国にとって大きなメリットが予想される。 

・WRMC の会長（副大臣）への表敬を要望したが、日程が合わず叶わなかった。この調査を成功させ
るためには、エネルギー省および WRMC の協力は不可欠であり、もし、大使館として大臣と会う機
会があれば、本件への協力要請をお願いしたい。 

５．書記官コメント 
書記官からは概要以下のコメントがあった。 

・シミュレーションモデルの内容についてはどこまでできるかデータをよく検証すること。相手側に
理解できるレベルのものとすることが妥当と考えられる。 

・調査時期を早めることはいいことであるが、必要な手続きを踏んだ上で進めるためには相当な時間
がかかり大変である。 

・M/P が完成すれば、ステアリングコミッティの中で適切に位置づけられ、WRMC も水資源管理がや
り易くなるものと考えられる。合意形成のための手法として確立され、利害関係者間の意見集約の
ために効果的に利用されることが重要。 

・機関の担当者が変わると技術が見捨てられることになるので、しっかりと議論して状況が変化して
も利用できるようなプロセスとシステムが求められる。 

以上 
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議事録（１４） 
件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査(S/W 協議) 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 12 日（月）13：40～16：00 Dept. of the Environment (DOE) 

DOE：Mr. Masoud Bagherzaden Karimi (Senior Expert of Wetlands)、Mr. Hadinia (EIA Office) 出席者 

調査団：山川、糸魚川、通訳 Mr. Ruhollah Sohrabi 

概 要 １．セフィードルード流域の生態系の観点からの課題 
セフィードルード川流域は 50 万 ha を越える面積を有し、イラン国の経済の重要な部分を占めてい

る。また生態系においても極めて重要な地域を抱えている。流域内の M/P を策定する上で同地域の土
地利用、人口分布、生態系および河川の堆砂が主要な課題となる。 
２．土地利用 
河川上流域には森林、放牧地、農地が分布する。また、下流域の人口周密地域を抱えていることか

ら多様な視点からの環境評価が求められる。同河川の水配分に関しても、下流域の湿地保全への配慮
も求められる。河川水配分については種々の課題がある。 
３．堆砂対策 
河川水が運搬する砂の問題は極めて大きな影響がある。特に下流域への影響は大きい。堆砂による

河口の沿岸流による東方遷移や湿地への堆積が湿地に大きな景況を及ぼしている。河口域に分布する
マリンウェットランド(Bujagh Kiyashahr)は深さが当初の 6ｍから 2ｍに減少した。同地域の調査のため、
日本の NPO であるラムサールセンタージャパンの中村博士なとの調査団がやってきた。セフィードル
ードはデルタ地域においてカスピ海に流入する主要な河川であり、独特の生態系が形成されており、
自然保護区域となっている(最も貴重な水鳥がいる)。このほかに流域内には 6 カ所の自然保護地域と 2
つの天然記念物が存在する。これらの地域はマンジルダムの上下流に分布している。分布については
同センターにて入手した地図参照。さらに詳細の環境配慮については、WRMC から DOE に対し Official 
Letter にて協力要請しないとそれ以上の情報提供や協力などの対応ができない。 
４．EIA の基準および方法について 
イランの EIA システムは、特定地域のプロジェクトにおける環境影響を評価するため、スコーピン

グを行って報告書を DOE に提出することとなる。M/P においては IEE を実施してその評価によって
EIA を実施すべきかどうかを判断することになる。EIA ガイドラインには EIA が必要となる事業内容
が規定されている。例えば 15m 以上の堤高のダム、400ha 以上の面積を持つ貯水池、海岸地域を含む
開発計画などが要件となっている。また、自然保護地域を含む計画の策定には EIA が不可欠となって
いる。 
一般的に M/P の策定には EIA は不要である。しかしすべての M/P に SEA の実施を求めている。この
SEA にはガイドラインは存在しない。多くの場合に世銀またはアメリカの EPA の方式を踏襲して実施
することが望まれる。全体計画の中で環境影響を含めて M/P を検討することが求められる。SEA の法
律的位置づけはまだ確定していない。現在法律の整備段階である(UNDP と共同で作成しているがまだ
完成まで 1 年かかる)。 
５．入手資料 
 全国の自然公園および保護地域分布地図 
 セフィードルード川河口デルタ域湿地概要表 
６．その他 
 アポイントを取って行ったにも拘らず、入口ゲートの守衛及び建物の受付で紹介状が無いと言って
通訳と揉めていたが、何とか中に入ることができた。帰りがけに、受付でまた、紹介状のことを言わ
れた。 

以上 

 
議事録（１５） 

件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 13 日（火）7：45～8：30 Watershed Studies and Evaluation (WSE)、Forest, Range & Watershed 
Management Organization (WMO), Ministry of Agriculture-Jihad (MOAJ, 1 階) 
Watershed Management Dept.：Mr. Reza Sohrabi (Director General, WSE)、Mr. Ali Akbar Moosavand (Head of 
Flood Group, WSE)、Mr. H.A. Mohammadi (Forest Expert, WSE) 

出席者 

調査団：山川、糸魚川、通訳 Mr. Ruhollah Sohrabi 

概 要 調査団：セフィードルード川流域の状況および WMO としてどんな事業を実施しているのか。 
WSE：セフィードルード川流域は Zanjan、Gilan、Kordestan、Azarbayjan-e Sharghi、Ardabil、 Hamedan

等の州に跨っているが、荒廃は左支川の Qezel Ozan 川が特にひどく、地質特性、過放牧、土地
利用の変化等の要因により特別の注意が必要な地域である。WMO が実施している当該流域の事
業については、Zanjan にセフィードルード川の流域管理局(Sefidrud Watershed Management 
Bureau)があり、ここで各州の事業を取り纏めているためそこで聞いてもらいたい。また、事業
も MPO (Managing & Planning Organization)から特別の予算を得て実施している。 
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調査団：2 月 18 日に Astur Dam 視察後、寄りたいので連絡をお願いしたい。 
WSE：Manager に連絡する。 
調査団：ジハード農業省としての事業は。 
WSE：世銀の援助を受けてアルボルズ・ダムを建設中である。このダムは多目的ダムでテヘラン北側

にあり、カスピ海に面したマザンダラン州に主として水を供給する。また、UNDP の援助を受
けて住民参加が主体の Habnehrud 事業を実施している。 

以上 

 
議事録（１６） 

件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 13 日（火）18：00～20：45 WRMC (4 階) 

WRMC：Mr. Majid SAYYARI (Director General of Budget & Planning)  出席者 

調査団：山川、糸魚川 

概要 １．調査日程の確認 
・明日(14 日)、質問票に関する回答および内容を確認するための打合せを行う。 
・2 月 20 日にマハーブ社および他のコンサル会社へ訪問できるよう手配するが、アポをとるため訪問の

目的と質問内容を明記した手紙を調査団が事前に準備すること。 
・マハーブ社ではイラン側で実施中の M/P の全体を把握している Ghobadi 氏と打合せできるよう手配す

る。流域の水資源管理 M/P に関するマハーブ社の発注者はギラン州のみで WRMC は立場上、ギラン
州と連名となっているが資金は出していない。 

・水資源研究所訪問の日程は、確定後 JICA のサミー氏に連絡する。 
・コルデスタン州と西アゼルバイジャン州には調査団訪問の手紙を出した。 
２．ウルミエ湖の水資源管理プロジェクトの内容と WRMC の係りについて 
・WRMC は直接関与していないが、西および東 Azarbayjan 州の Water Authority と UNDP が共同で調査
している。 

・サマリーレポートが作成されており、タイトルは水資源管理と付いているが、内容は環境保全対策の
検討業務である。アラル海の様な環境に対する大きな影響を防止するための調査で、塩分濃度の上昇
原因の調査、湖への流入量減少の調査などがその内容である。調査手法は衛星画像分析手法であり、
他に方法がない。 

・ウルミエ湖は塩分濃度が高いため、魚類は生息せず、アーティミアンというプランクトンのような生
物しかいない。 

・湖岸の勾配が緩いため非常に大きな湖で、通常 350～500 億 m3の容量であるが、周辺のダム建設によ
り流入量が減少し、それに起因して塩分濃度が高くなりアーティミアン死滅の可能性があった。 

・調査結果では、最近の 10 年間で湖の容量は 140 億 m3となり、約 1/3 になってしまったが、これは近
年の渇水によるものとの結論となった。 

３．世銀プロジェクトの件 
世銀と共同でアルボルズ・ダムの調査を実施している。水の供給地域はテヘラン北部のカスピ海岸の

マザンダラン州で、テヘランは供給地域にはなっていない。サイユリ氏がマハーブ社にいたときにフェ
ーズ１を実施した。同調査で経済性、技術評価を実施した。そして２・３の代替案を策定して最適案を
選定した。フェーズ２で詳細設計を行い、現在建設中である。水資源計画の内容はフェーズ１で検討を
実施した。 
４．その他の援助機関との共同プロジェクト 
シスタン・バロチスタン州の Hirimand 川の総合水資源管理調査については聞いたことがない。各州の

水資源開発計画は WRMC から始まるが、プロジェクトの実施については各州の Water Authority が契約
の当事者となるため、WRMC ではその詳細は不明であり、件数が少ないため、海外の援助機関との共同
プロジェクトを扱う部署、担当者は置いていない。 
５．環境及び環境評価について 
・ダムの EIA の手続きは、イラン国の EIA ルールに則り行われる。21～22 の種類の事業で EIA の実施
が求められており、それらのサマリーレポートによる評価が実施され、その後詳細な環境調査が実施
される。アルボルズ・ダムの EIA は、フェーズ１でサマリーレポート作成および代替案の検討が実施
され、フェーズ２で詳細な EIA 調査が実施された。 

・セフィードルード川の下流域にはホワイトフィッシュと呼ばれる魚がいる。この魚はカスピ海に住み
産卵のためセフィードルード川を遡上する。「セフィード」とは白という意味で、この魚によって白く
なる川という名称の由来ともなった。この白魚はイランの正月(3 月 21 日) には欠かさずテーブルにの
せる習慣がある。 

・カスピ海には漁業資源保護のための国際委員会があり、セフィードルード川でチョウザメの産卵とふ
化による増殖を行っていることから、沿岸国で唯一漁が許可されている国である。 

・カスピ海の沿岸域は人口密度が高く、湖の汚染原因となっていることから、沿岸地域には工場の設置
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は禁止されている。しかし、生活排水や農業による汚染が進行しており、また、イラン以外の沿岸(特
に北部)では産業公害による水質汚濁の進行によって、多くの野生生物（特にアザラシ）がイラン側に
避難してくることが多くなった。 

・このようなセフィードルード川の持つ特性からの環境社会配慮も求められる。 
６．水利権について 
・水利権は歴史的に認められた権利であり、古くから存在している。エスファハンにある古代遺跡の橋
脚には、「水は水量に応じて公平に分配すること」が刻まれており、分配の法則が存在していた。ケル
マン州の王が所有する泉には水圧を測定して水量を公平に分配するシステムが存在し、カナートの水
を分配するためのシステムも存在した。 

・イランでは水は神聖なものと見なされており、地方の村に至るまで 97%の給水率を実現しているが、
これは流域変更などの長距離の送水によって実現されている。 

・近年では、水資源の賦存状況を無視した様々な開発投資(農地、工場、住宅団地等)が先行し、その後、
各州の Water Authority に水利権を申請するケースが多くなり、州で許可が下りない場合、WRMC まで
陳情に来ることが度重なるようになった。 

・このような状況から、WRMC は水の規制案を作成した。その内容は全ての政府事業計画は水供給の承
認を得てから実施するものとするというものである。この規制案は MPO によって承認された。民間
部門については現在、作成中である。 

７．M/P の目標年次について 
・計画の目標年次は経済的観点からは 50 年とすることが望ましい。これはダムなどの水資源構造物の平

均寿命から算定される期間と等しくなるからである。灌漑設備は 30 年、井戸設備は 15 年を寿命と考
えている。このようなことからシミュレーションでは 50 年を目標年次とすることが適当である。 

・国家開発計画は 5 年ごとに区切っており、現在は第 4 次 5 カ年計画の 2 年目であり、この 3 月(新年)
からは 3 年目が始まる。この 5 カ年計画は革命直後から開始され、過去 17 年間の実績がある。M/P
の目標年次は、開発計画とは異なるので経済的な観点から基準年を決めてから目標年次を設定するこ
とが求められる。これまでも各種の計画が遅延しており、建設工事にかかる期間の遅延が大きな原因
となっている。これは、革命後、多くのプロジェクトを同時に開始したため、資金や資材などの不足
によって多くのプロジェクトの工事期間が遅延してしまったことによる。また、これらの多くの計画
は十分な計画策定や内容の検討が実施される前に着工してしまったことも原因の一つとなっている。
この様な過去の事情を考慮して M/P の目標年次の設定を検討することが求められる。 

・経済的な目標年次の設定では、平均寿命の半分とするか、第 1 目標を 10 年として、第二目標を 20 年
とするなどインセプションでの適切な提案が求められる。 

８．セフィードルード川流域の水資源の現状について 
・マハーブ社の調査結果では流域内の水資源量は地下水と表流水併せて 66 億 m3/年と算定している。一
方、既存プロジェクトで既に 59 億 m3/年が利用されている。水資源における 10%の誤差は無いに等し
いとされていることから、流域内の水資源はすでに開発の余地がないことを示している。このような
ことから下流域のギラン州は水資源の流域変更には反対し、アムルート川からテヘランへの流域外導
水(テヘラン西部水資源調査による流域変更計画)も、単なる参考案として見なされ、実現の可能性は
低い。 

・ギラン州の農家は規模が小さく、殆どが１ha 未満の零細営農規模である(平均 0.6 ha)。これらの地域
への給水量が減少すると多くの人々に大きな影響が及ぶことになるため、水配分は難しい問題を含ん
でいる。 

９．その他 
・タマブという水文調査・データ管理の組織は以前エネルギー省の組織にあったが、現在は WRMC の
組織の一部となり、Office of the Basic Data & Base Studies となっている。 

以上 
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議事録（１７） 

件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 14 日（水）17：00～20：00 WRMC (4 階) 

WRMC：Mr. Majid SAYYARI (Director General of Budget & Planning)、Ms. Bahareh Hafez (Water 
allocation/planning expert)  

出席者 

調査団：山川、糸魚川 

概要 １．質問票の打合せ 
WRMC で作成した質問票の回答に基づいて打合せを行った； 

・National Development Plan は MPO (Managing & Planning Organization)のホームページからダウンロード
できる。 
・Forth National Development Plan は 2005 年から実施され、各年の計画も作成している。しかし、これ
らの内容は大きな目標を示したものでセフィードルード川流域総合水資源管理計画のような個々の
プロジェクト名は示されていない。例えば、「使用量の一番大きい灌漑用水の効率を 5％改善して、表
流水の転用を図る」といったような目標である。 

・水関連の法律・規制は次のようなものがあるが、詳細は WRMC のホームページからダウンロードで
きる。 
- Preservation and maintenance of groundwater resources (1966) 
- Water and its nationalization (1968) 
- Water fair distribution (1982) 
- Maintenance and fixing of boundary river beds (1983) 
- Encouragement of investment in water projects (2002) 
- Long-term development strategies of water resources (2003) 
- Water Fair Distribution Law 
・約 12 年前に JAMAB (コンサルタント)で全国流域の M/P を作成した。 
・農業の水質は FAO の基準を使っている。飲料水については Tehran Water & Wastewater Company で確
認してもらいたい。また、保健省が飲料水について定期的に検査している。 

・WRMC のホームページに組織等は載っている。また、予算は年間 250 万 US$である。 
・イラン全土の水資源量は年間 920 億 m3であるが、この内、地下水が 60％以上を占め、580 億 m3とな

っている。渇水年には水資源量は 720 億 m3に減少する。また、イラン中央部では違法取水が行われ
ている。 

・渇水時には州知事が中心となり、州の MPO 内に Jihad-Agriculture 部門を含む Water & Agriculture Work 
Group が設けられ、対応するシステムになっている。この際の優先順位は、飲料水、工業用水、農業
用水の順である。 

・流域には 176 のダム計画がある。 
・ダム/貯水池のオペレーションマニュアルはないが、各ダムの操作員が経験に基づいて操作している。 
・シミュレーションモデルについては、マハーブ社が WEAP を採択している。WRMC としては、セフ
ィードルード川流域内の表流水、地下水を対象とした水質および水量の水資源管理に関するシミュレ
ーションモデルの策定を希望している。 
・地形図は 1/2.5 万、1/5 万、また全国レベルで 1/25 万の縮尺のものがある。航空写真は 1/4 万で古く、
白黒である。衛星画像についてはマハーブ社に聞いて欲しい。 

・調査団から、日本から web サイトにアプローチしても適切なサイトが見当たらないため、上記の資
料(web サイトの資料を含む)を CD に入れて欲しい旨、要望し、現地調査から帰り次第引渡してもら
うことになった。 

以上 
 

議事録（１８） 
件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 17 日（土）8：00～10：00 Kordestan Water Authority (KWA, 3 階局長室)及び現場  

KWA：Mr. Abdollah Moshir Panake (Manager), Ms. Sohila Mafakperi (Water allocation right manager)、Mr. 
Eghbal Shanazari (Manager of Plan & Development)、Mr. Tofigh Galmehammadi (Plan & Development, Project 
Manager, Director of technical committee)、Mr. Jamil Moradian (Design & Development, Director of Surface 
Water)、Mr. Jamshid Moharerzadeh (Water resources operation) 
Provincial Jihad Agriculture：Mr. Kamaladin Reshadul (Soil & natural resources, Technical Deputy of 
Agriculture)、Mr. Hossain Sayadi 

出席者 

調査団：山川、糸魚川、通訳 Mr. Ruhollah Sohrabi 
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概要 調査団：セフィードルード川流域総合水資源管理調査の S/W が調印されたこと、来訪の目的、団員の
紹介を行う。 

KWA：局長より昨年 12 月には実現しなかったが、今回の来訪を大いに歓迎するとの言葉があり、引続
き州の水資源管理についての概要説明があった。その内容は以下のとおり； 

＜概要＞ 
・州の面積は 28,235 km2あり、地中海型の高山性気候で寒く半乾燥地帯が大部分である。 
・雨量は年平均 520 mm で比較的多く、表流水の貴重な水源となっている。但し、東側の州境に近づく
に従い雨量は減少し、400～350 mm となる。 

・61 ヶ所の気象観測所がある。 
＜表流水＞ 
・表流水－Qezel Ozan 川の年間の流出高は 7 億 m3、支川の Talvar 川は 5 億 m3、合計 12 億 m3である。
水位観測所は 50 ヶ所ある。 

＜地下水＞ 
・地下水－州には 5 ヶ所の平野(高原平野)があるが、この内、Talvar 川上流域 3 ヶ所の Qorveh、Dehgolan、

Chardoli では、過剰揚水(特に 5 年前の渇水年)のため 1985/6 年を基準として約 15 年間で 13 m 低下し
たため、飲料水を除き新規の地下水開発を禁止している。また、この地区は表流水も乏しいことか
ら、水資源が枯渇し、危機的な状況にある。 

・Chardoli では地下 18 m の深さに地下水が出る。また、この付近は 95%が天水農業である。 
・残り 2 ヶ所(Bijar、Divandareh)の平野(高原平野)は地下水が乏しい地域である。Bijar 平野では揚水ポ
ンプも殆ど無く、帯水層も 13～18 m 程度と浅くなっているため Talvar (Changalms)ダムからの揚水に
よる灌漑を計画している。また、Divandareh の Zarrineh Obatu 平野でも表流水、地下水共に乏しく、
600 km2の肥沃な平野で天水農業しかできない状況にある。 

・Qorveh 平野の地下水位の深さは 80～90 m、揚水量は 30 ha に対し 10～20 l/s (リッター/秒)、揚水期間
は 3 月～8 月、ポンプの運転は日当たり 16 時間である。 

・Bijar、Divandarreh を含む州北部の 70 ヶ所の村では重金属(カドミニウム、砒素等)により地下水が汚
染され、飲料水に問題がある。 

・Hamedan 州との境に並行して Talvar 川の右支川(Shoor 川)があるが、この川の水は塩分濃度が高く、
周辺ではオート麦の栽培ぐらいしかできない。また、Shoor 川右岸の Delbaran と言う町(?)付近の 37
ヶ所の村では、飲料水(地下水)の砒素による汚染が近年、判明したため、これらの村には給水車で飲
料水を供給している。 

・この付近の Dashkasan という所には金鉱があり、また大理石が多く切出されている(Qorveh 付近の道
路沿いには大理石の加工工場が散見され、運搬しているトラックも多い)。 

・このため州では、飲料水を地下水からダム建設により開発された表流水に順次切替えてゆく方針で
ある。この場合の優先順位は、飲料水、工業用水、農業用水の順である。 

・地下水は 254 ヶ所の観測井があり水位および水質を毎月 1 回測定している。 
・過剰揚水による地盤沈下は州内には無い。Hamedan 州にはある。 
＜地下水の揚水禁止の手続き＞ 
・地下水のモニタリング結果を報告書に纏め、環境省に提出し評価を受けると共に、Water Allocation Law

に基づいて決定がなされる。 
＜セフィードルード川流域のダム＞ 
・既存のダムは 1 ヶ所のみで Talvar 川の左支川(Ozan Darreh 川)にある Golbolagh ダム(アースダム)であ
る。位置は Qorveh－Bijar 間を結ぶ道路の Bijar 寄りにあり片道約 40 分とのこと(時間の制約で行けな
かった)。 

・建設中のダムは 4 ヶ所ありその詳細は以下の通り； 
- Qezel Ozan 川；1 ヶ所のみ。 
Siazakh ダム(灌漑面積・20,000 ha) 

- Talvar 川；3 ヶ所 
1) Talvar (Changalms)ダム。Zanjan 州との境界付近にある。 
2) Soral ダム。Dehgolan 周辺の右支川 Dehgolan 川にある。 
3) Sangsiah ダム。Dehgolan 周辺の Sangsiah 川にある。 
この内、Talvar ダムは Kordestan 州内にあるにも拘わらず、Zanjan 州の Water Authority が建設してい
るため、Kordestan 州では水が利用できない(理由は不明とのこと)。Kordestan 州としては、Talvar ダム
の貯水の一部を地下水揚水が禁止されている地区に配分したいと考えている。 
・調査中或いは計画済みのダムは 5 ヶ所ありその詳細は以下の通り； 
 - Quamcheghay 川；Phase 1、2 実施済み 
 1) Babakhan ダム 
 2) Sheikh besharat ダム 
 - Qezel Ozan 川；1)および 2)は調査中、3)は Phase 1、2 実施済み 
 1) Zardeh kamar ダム 
 2) Sir ダム 
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 3) Aledareh ダム 
・エネルギー省はこれら 5 つのダムの推進を認めていない。 
・この他、Talvar 川に Shoor 川(塩分濃度が高い川)と合流する前にダムを設ける計画もある。 
＜水質検査＞ 
・毎月 1 回、地下水及び表流水の水質を KWA で検査している。検査できない項目についてはテヘラン

或いは地元の大学に依頼する。 
＜灌漑率＞ 
・Qezel Ozan 川の農地は 650,000 ha であるが、灌漑率は 5%のみで他州の 40～90%に比べ、格段の相違
がある。 

＜栽培作物＞ 
・ジャガイモ、トマト、麦が主要な栽培作物であるが、ジャガイモが主体で州都の Sanandaj や Hamedan

に出荷される。 
＜離村＞ 
・地下水の制限、飲料水汚染による制約によりこれらの地域に住む農民の都市或いは近隣の州への移
住が頻繁に発生しており大きな社会問題となっている。このため、農民を定着させるための緊急的
な対策が求められている。 

・これらの対策のため、州としては、建設中のダムと調査中或いは計画済みのダムを早急に推進した
い。 

＜KWA＞ 
・職員は 150 人でこの内、35 人が大卒、修卒であり、また州内には 9 ヶ所の支所があり 1/3 の職員 50
人が配置されているが、人手不足である。 

・Gharb という組織は、Kordestan 州を含めた近隣の 5 州の Water Authority で革命前は、本部は州都の
Sanandaj にあったが、革命後は Kermanshah に本部が移され、2006 年 8 月 23 日に完全に無くなり、
州毎の Water Authority となった。 

以上 
 

議事録（１９） 
件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 18 日（日）8：00～9：00 Zanjan 州 Watershed Management (ZWM、局長室)及び Sefidrud
流域管理局 (SRMB)局長室 
ZWM：Mr. Abbas Hamraz (Manager of ZWM) 
SRB：Mr. Mansour Bateni (Director of SRMB) 

出席者 

調査団：山川、糸魚川、通訳 Mr. Ruhollah Sohrabi 

概要 １． セフィードルード川流域について 
・約 35 年前にフランスの Saser という会社がセフィードルード川流域の Preliminary Plan (基本計画)を
策定した。この中では 28 ヶ所の地点(ダム)について調査されている。 

・この調査時に流域の生態系、侵食分布、地滑り、水質、洪水、地質等について取り纏めた図面があ
り、マハーブ社もこの資料の収集に来ている。 

・マールの侵食地域は比較的、Zanjan 州及び東アゼルバイジャン州に集中している。また、マールの
侵食地域は水質も悪い。 

・河川沿いの侵食状況図は 15 年前から見直し調査を実施している。 
・地滑りは地形の急峻な Shahrud 川源流域(アムルート)、Gilan、Ardabil の各州に多い。 
・SRB の本部がテヘランにできたが、6 ヶ月しか経っていないので、きちんとした組織になっていない

可能性がある。 
・事業実施の手順は、事業計画が Technical Committee で審査・承認後、Forest’s Rangland & Watershed 

management Organization (ジハード農業省)で同様の手順を踏み、MPO に提出される。採択された場合
は国会で承認を受け、実施となるが、セフィードルード川流域の事業は特別枠の予算が確保されて
いる。 

以上 
 

議事録（２０） 
件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 18 日（日）10：45～14：00 現地及び東アゼルバイジャン州 Water Authority-Astur ダム建
設事務所 
東アゼルバイジャン州 Water Authority： 出席者 

調査団：山川、糸魚川、通訳 Mr. Ruhollah Sohrabi 

概要 １． Astur ダムについて 
・ダム形式はコンクリートのダブルアーチで堤高 135 m、堤頂長 207 m、堤体積 28 万 8 千 m3である。 
・目的は次の通り； 
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 －ギラン州の農業用水(20 万 ha)、工業用水の供給 
 －東アゼルバイジャン州の 12,000 ha の農地と Miyaneh の環境に対する水の供給 
 －168 GWh の発電 
 －洪水調節及び Manjil ダム排砂のための人工洪水 
・洪水吐は、側方洪水吐(15 m の開口部 3 門)と堤体洪水吐(15 m の開口部 6 門)から成る。 
・ダム地点における平均流量は 88.79 m3/s、堆砂量は 2,200 万 m3/年である。 
・貯水池の集水面積は 42,000 km2、貯水容量は 7 億 m3、調節容量は 11 億 m3、常時満水位は、1,035 m(標
高)である。 

・貯水池に流入する河川は 4 ヶ所の流域に別れ、①Qezel Ozan 川、②3つの支川となっている。この3
川の合流点に橋(標高；1,041 m)があり、当初の計画では常時満水位が 1,038 m であったが、3 m の余
裕高しか取れないため、水位を下げ、確率年を 1 万年として 1,035 m に常時満水位を設定した。この
合流点での平均流量は 30 m3/s である。 

・3支川の概要は次の通り； 

No. 河川名 平均流量(m3/s) 堆砂量(百万m3) 流域面積(km2) 

① Aidaghmosh 5.62 1.3 1,800 

② Gharangoh 16.26 2.5 3,600 

③ Sharchai 6.12 1.2 1,700 

 
・工事は 2002 年 7 月に着工、2008 年に完成の予定。現在の工事の進捗率は約 60％である。 
・転流工は次の通り； 
 －上流側仮締切堤：堤高 27 m、堤頂長 340 m 
 －上流側仮締切堤：堤高 27 m、堤頂長 340 m 
 －仮排水路トンネル：径 13.5 m、延長 515 m、設計流量 2,020 m3/s 
・Astur はダム付近の村の名であるため、タブリーズ出身の有名な詩人の名前を取って Shahriar ダムと改

名した。 
２．水文地点 
・ダム上流の水文地点 No.6 は重要な水位観測所で、約 35 年前にフランスにより設置され、洪水観測用
のケーブルも備わっている。集水面積は 32,000 km2である。 

・No.6 地点における平均流量は 54.8 m3/s、堆砂量は 1,800 万 m3/年、河川長は 550 km である。また、比
堆砂量は 755 トン/年/ km2である。但し、上流のダムで堆砂は一部カットされる。 

以上 
 

議事録（２１） 
件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 20 日（火）16：00～17：30 WRMC (4 階) 

WRMC：Mr. Majid SAYYARI (Director General of Budget & Planning), Ms. Bahareh Hafez (Water planning and 
allocation), Mr. Asghar Jahami (Environmental and water quality management), Ms. Maryam Omid 
(Environmental and water quality management) 

出席者 

調査団：山川、糸魚川 

概要 １．質問票の回答結果、資料の提出について 
・調査団から依頼されている資料はとりまとめ、DVD にて提出する予定であるが、WRMC 内部の承認

が必要であり、その手続きのために 1 週間程度を要する。承認が下り次第、調査団に渡すが、その
とき調査団がいなければ JICA イラン事務所に渡すことになる。 

・マハーブ社の行っている調査の中間報告書も約束期限にかかわらず、同様な手続きが必要であり、
ギラン州から正式な承認を受けた後、WRMC 内部の承認を得てからしか渡せない。その他の提出資
料についても全く同様な手続きを必要とする。 

・質問票の中で歴史的、文化的遺産については不明であり、文化省に聞いてもらいたい。また、アン
ザリ湿原への影響については環境庁に確認してもらいたい。 

２．WRMC の環境部の組織 
・WRMCの環境部の組織は 6 年前に設置された新しい部署であり、現在は①Pollution and Quality control、

②Sustainable Development の 2 課体制で 12 名のスタッフで活動している。環境部は各州の Water 
Authority にも設置されており、水環境保全に関する活動を行っている。WRMC の環境部はこれらの
各州の Water Authority の環境部門に対して指導・助言を行っている。 

・この部門には具体的な EIA の報告書はない。事業主体の各州 Water Authority が保管している。 
・ EIA の必要要件は灌漑やダムなどの 21 種類の事業にかかる計画段階での実施が求められている。基

本的にはほとんどの水資源関連事業は EIA の対象となる。事業の第 1 段階で IEE によるサマリー評
価によるスコーピングを実施する。この結果 EIA が必要と判断された事業について第 2 段階で必要
な環境影響評価調査を実施する。環境庁の主宰する環境保全委員会、技術委員会があり、これらの
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委員会で環境影響評価の審査を行う。事業の規模と実施主体によって各州の環境保全委員会に提出
するか、国の委員会に提出するかを決定する。EIA 審査評価実施にかかる経費は必要としない。必要
な審査経費は DOE が負担する。実施機関は EIA 調査にかかる費用を負担するのみである。 

・マスタープラン策定において EIA は求められていない。しかし、維持流量の確保など基本的な環境
配慮のための戦略的環境評価が求められている。法律で決定された手順があるわけではないが、約
10 年前に作られた SEA 基準があり、その基準に従って戦略的環境評価が実施されている。この SEA
マニュアルはコンサルタントが持っている。 

・WRMC も独自に環境基準や水質基準、排水基準などの改定を準備している。今後 1 年以内に環境ガ
イドラインを整備する予定である。 

・社会配慮にかかるシステムとして住民移転などの補償にかかる基準は存在する。この基準は Water 
affairs regulations に記載されており、いくつかのダム建設による住民移転事業の実施で適用されてい
る。これらの社会配慮については、実施場所の州当局や関係省庁との連携によって運営されている。
これらの連携の基本となる Social Guideline が存在する。 

・クーゼスタン州のゴラベルダムでは、湛水池内に集落があり、住民移転の必要があったため、州知
事が仲介者となり、洪水吐の下流側に移住地を設けた。 
３．コンサル訪問スケジュール 
コンサルタント各社訪問のスケジュールについて各社に文書を配布した。この件に関して JICA のサ

ミー氏に連絡を入れたので、訪問時間等の詳細についてコンサルタント各社に連絡して確認するよう
指示があった。 
４．NGO について 
 環境社会配慮に関する活動を行っている民間 NGO としては Green Front という組織がある。この組
織が最大のもので、他に小さな組織がいくつか存在する。経済状況が悪いため NGO 活動は活発ではな
い。 

以上 
 

議事録（２２） 
件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 21 日（水）10：30～12：00  

JAMAB  Consultants ：同社社長及び Mr. Ali Hemati 取締役 GIS 部長 出席者 

調査団：山川、糸魚川 
概 要 １．会社概要説明 

 Jamab 社はエネルギー省によって設立された会社組織であり、以前はエネルギー省の外郭団体として
社長はエネルギー省から派遣されていたが、現在は完全に民営化されエネルギー省とは人的交流も資
本関係も存在していない。マハーブやラーレなどの同業他社とプロジェクトによっては協力すること
があるが、基本的には競争相手である。コンサルタント業界をとりまとめる組織や団体は存在しない。
海外からの技術や人材も必要に応じて導入している。 
Ｊ社は水資源関連の業務で長い経験と実績を有し、全国の水資源に関する資料・データの提供、技

術支援、報告書作成等のサービスを提供することができる。セフィードルード川流域の基本データを J
社からマハーブ社に提供し、このデータに基づいてマハーブ社が流域の調査検討を実施している。全
国の水文データについて J 社からエネルギー省に提供し、そのデータが各州、各省に提供している。す
なわち、Ｊ社が水資源関連のデータの供給源となっている。 
また、流域内の GIS データについても同様にＪ社からマハーブ社に提供した。全国 GIS は 1/250,000 縮
尺の地図が基図であり、入手可能である。J 社は Total System for Management Information という情報管
理データベースシステムを構築し、シミュレーションモデルとも連携した Jamab Application System を
構築し、各社に提供している。 
 特に GIS 部門には力を入れており、20 名の GIS スペシャリスト、10 名の衛星画像処理スペシャリス
トを擁している。サテライトイメージはインドの IRS、CCR などの衛星画像を入手していたが、現在
はかなり困難である。 
２．委託人件費見積り 
 コンサルタントの庸人費は、MPO の基本賃金に技術経費等を加算して決めるため、どのコンサルタ
ントでもほとんど同様である。テヘラン以外での業務の場合にはランクに応じたアロワンスが加算さ
れる。経験が 15 から 20 年程度の中堅技術者では、アロワンス込みで US$30-35/ManDay 程度となる。
州の水資源公社の所在地であれば、宿泊所が利用可能であり、滞在経費は安くてすむ。 
３．J 社の現在の業務状況 
 現在実施している業務は、全国 1/50,000 地図作成業務、ケルマン＆シルジャン州 1/250,000 地図作成
業務、エスキングウォータープロジェクト、テヘラン市飲料水マスタープラン、ヤズド州水資源マス
タープラン、全国気象観測利用計画、ジャンジャン州水資源マスタープラン、流域変更計画の検討を
実施している。 
 これらのプロジェクトのうち、テヘラン市飲料水供給計画マスタープランでは、ラーダム、ラティ
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アンダム、カレジダム、タレガンダム、カズビンダムなどの各ダムの計画と利用とをあわせて今後 15
年間の目標設定と、シミュレーションモデルを用いた検討を行っている。アラムート川の水源は下流
域に水利権の問題があって、政治的解決が不可欠である。使用しているシミュレーションモデルは、
MODIS Model である。このモデルを基本として、一部ソフト内容を変更して利用している。また、自
社開発による Jamab Application System も利用しており、こちらのシステムは地下水と表流水を一体と
して処理対応できるモデルである。 
４．社内見学 
・コンピュータ室：20 年前に設立し、イランでは最も古く多くの実績もある。データベースの構築を
行っている。10 名のオペレーターが入力作業中 

・水資源部：数名の技術者が報告書、図面を作成中 
社会経済環境部：1 名の技術者が報告書をとりまとめ中 
研究開発部：地下水と表流水による灌漑モデルの構築中 
テヘラン水供給 M/P プロジェクト：水配分の最適化モデルによるシミュレーションの検討中 

・上下水道部：テヘラン上下水の 35 年先を検討中、下水処理水の農業、灌漑への応用検討など。 
５．その他 
・テヘラン下水の 70-80%は処理されている。 

以上 

 
議事録（２３） 

件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 21 日（水）13：30～14：30 及び平成 19 年 2 月 24 日（土）10：30～12：30 MAHAB GHODSS
社 
MAHAB GHODSS 社：Mr. Amir Hassan Pakdaman (Head of Water Resources Section)、Mr. A Ghobadi 
(Technical Advisor, Steering committee)、Mr. Bahman Khayyam (Senior Water Resources Specialist) 

 

調査団：山川、糸魚川、通訳：Mr. Ruhollah Sohrabi (2 月 24 日は山川及び通訳のみ) 

概要 １．地下水 
揚水箇所は約 6 万ヵ所であるが、データが十分でなく表流水と同じレベルで検討するのは難しい。

このため、今後、報告書の地下水の箇所については何らかの修正が必要になる(表流水についてはほぼ
完成)。 
２．流域内の水資源開発計画 
流域内には 176 ヶ所のダム計画があるが、小規模なものが多く、貯水容量が 5 百万 m3を越える計画

は 38 地点である。これらは表に纏めてある。 
３．環境に係る調査 
流域内の環境に関する調査は 187 件あるが、本件で実施した環境に係る調査は魚類・植生の生態に

係る調査で主に維持流量を検討した。 
４．統計 
灌漑と農業に関する統計は取り纏めてある。 

５．問題点 
報告書を纏める際に、ステアリングコミッティ等で問題となっているのは、①灌漑期間中の水不足、

②水質である。このため、Demand side management が必要になると考えられる。 
６．シミュレーションモデル 
・現在は WEAP(version 2.1)と地下水のモデルを併用している。WEAP は詳細さに欠けるが、これを主
にして MODIS というソフトを使ってチェックしている。 

７．今後の課題 
・今後の課題としては、①衛星画像解析、②Demand side management、③地下水を含む望ましい水文観
測網の整備案の策定、④電力のような指令システム(Load dispatching center)の策定である。これらの
点について特に日本に協力をお願いしたい。 

８．衛星画像解析 
この作業については、未着手であり、特に土地利用やその他の解析に使いたい。調査期間は 1 年以
上取りたいところだが、全体工期を配慮すると、困難なことから、衛星画像で解析し、アーカイブ
イメージでチェックすることが考えられる。或いは、豊水年、平水年、渇水年といった時期の画像
を使うことも可能であるが、何れにしても現地調査は必要である。 

９．Demand side management 
 例えば、現在の上水の需要は流域全体で 2 億 8 千万 m3～3 億 m3であるが、30 年後には約 2 倍の 5
億 6 千万 m3になると予測されており、水資源の逼迫しているセフィードルード川流域では需要側から
の規制・管理が必要である。また、灌漑用水は水需要の約 85％を占めており、灌漑効率の向上、水消
費の少ない作物への転換、点滴灌漑、小規模貯水池の整備(特に、雨量の多いギラン州において)による
自己水源への転換等が喫緊の課題である。 
１０．水文観測網の整備案 
 マハーブ社は不足している水文観測所の整備について言及していたが、本格調査では既往資料によ
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る M/P を想定しており、新たなデータの作成は行わないことを説明した。また、新たな観測点を設け
ても、観測期間が短く M/P に反映されないことから、水文観測網の整備案を策定することを提言した。 
１１．指令システムの策定 
 将来的にはリアルタイムの指令システムを考えているので、この項目も取込んで欲しい。 
１２．イラン側技術者の分野 
 総合水資源管理計画を実施する上で、今後必要と考えられるイラン側技術者は次の通り； 
 1) Water resources management/Overall coordination 
 2) Expert on irrigation 
  3) Expert on agriculture 
  4) Expert on sediment & flood 
  5) Expert on groundwater 
  6) Hydrologist 
  7) Specialist for Satellite Image Analysis 
  8) Simulation modeling Expert 
  9) Leagal administrative Expert 
 10) Socio economic Expert 
 11) Environmental specialist for social aspects (in SEA: Strategic Environmental Assessment)  
 12) Environmental specialist for nature aspects (in SEA) 
 13) Specialist for GIS data input & verification 
１３．その他 
・現在実施中の目標年は 25 年である(前回は 30 年と言っていた)。 
・マハーブ社の GIS データベースは、Arc View 及び Arc Info (Arc GIS-version 9 を含む)がある。 

以上 
 

議事録（２４） 
件 名 イラン国 セフィードルード川流域総合水資源管理事前調査（S/W 協議） 

日時・
場所 

平成 19 年 2 月 24 日（土）8：30～9：30  Hotel Lobby  

UNDP：Dr. Mike Moser (Wetlands International, Senior Associate Expert) 出席者 
調査団：山川、通訳：Mr. Ruhollah Sohrabi  

概 要 １．ウルミエ湖の水資源管理プロジェクトについて 
・1999 年に FAO、ジハード農業省の下で、灌漑改善計画として開始され、Dr. Moser もこのプロジェク
トに参加するよう要請を受けた。当初の 2 年間は、人口、組織・制度、経済についての Baseline Survey
を実施。 

・その後、各ステークホルダー間の調整を図り管理計画案を作成したが、資金が無くなったことから、
オランダ、フランス、エネルギー省(イラン)の資金援助を受け、湖の周辺についての計画を策定し、
2 年前の 2005 年に終了している(詳細は web site の WRI, Dutch Project/IWRM for Lake Orumiyeh)。 

・ウルミエ湖は東及び西アゼルバイジャン州の 2 州に跨っているため、プロジェクト開始時は各州間
の対立が激しかったが、終了後は維持流量の放流等に協力するようになった。但し、湖の水位がか
なり低下していること、湖の面積が膨大なことから原状復帰は困難である。 

・大幅な水位低下の原因として 1)2001～2004 年にかけての大渇水、2)湖周辺の開発、3)気候変動等が
挙げられ、これらの対策として、人的影響についての調査、特に灌漑効率の向上、が西アゼルバイ
ジャン州及びイランの YECOM というコンサルタントにより実施されている。 

・灌漑効率向上の一例として、この地域では砂糖大根を栽培しているが、給水率を 50％削減したら、
生産量が 40％増加したこともある。 

２．Eco-system Management Plan 
・UNEP、UN、W.B.の 3 機関から 3 千万米ドルの拠出を基に 2006 年から 7 年間で Eco-system Management 

Plan を策定することになった。 
・計画の策定は次の 3 段階にて実施する；1) ウルミエ湖、2) Fars 州の湖、3) 新しい Eco-system の適用。 
・NGO 及び DOE、MOE、Tourism, Cultural & Heritage Agency 等、多くの関連省庁がステークホルダー
として参加し、DOE が主導する。 

３．シスタン州・バロチスタン州の Hirimand 川の総合水資源管理事業/調査について 
 イラン及びアフガニスタンに跨る Hirimand 川については UNEP が実施しているプロジェクトと推定
されるが、詳細については把握していない。 

以上 
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セフィードルード川流域総合水資源管理調査事前調査・収集資料リスト 

No 資料の名称 形態 サイズ ページ 
オリジナル又
はコピー 発行機関または入手先 

1 Karkheh Land of Peace 
A glance into Karkeh Dam (英文) 

Book 
 

A4 156 オリジナル Iran Water and Power 
Resources Dev. Co,. 

2 Iran Statistical year Book 1383 (Mar.2004-Mar.2005) 
(英文) 

Book 
CD 

B5 952 オリジナル 

3 Statistical Pocketbook of The Islamic Republic of Iran 
1383 No.21 (Mar.2004-Mar.2005) (英文) 

Book B6 204 オリジナル 

4 Iran Statistical Digest 1382 (Mar.2003-Mar 2004) (英
文) 

Book B6 114 オリジナル 

5 出版物ガイドブック（ペルシャ語） Book A5 56 オリジナル 
6 出版物ガイドリーフレット（ペルシャ語） Book A4 1 オリジナル 

Statistical Center of Iran 

7 Map of Islamic Republic of Iran, 1/1,6000,000 (英文) Map A0 1 オリジナル 
8 Administrative map of Tehran Province, 1/200,000 (ペ

ルシャ語) 
Map A0 1 オリジナル 

9 Map of Alborz E Ghrbi (Gilan) Province, 1/300,000 (ペ
ルシャ語) 

Map A1 1 オリジナル 

10 Map of Aldabil Province, 1/450,000 (ペルシャ語) Map A1 1 オリジナル 
11 Map of Zanjan Province, 1/300,000 (ペルシャ語) Map A1 1 オリジナル 
12 Map of Kordestan Province, 1/300,000 (ペルシャ語) Map A1 1 オリジナル 
13 Map of Hamadan Province, 1/300,000 (ペルシャ語) Map A1 1 オリジナル 
14 Map of Azerbayjan E Shariqi Province, 1/750,000 (ペル

シャ語) 
Map A1 1 オリジナル 

15 Auto Atlas of Iran, 1/2,000,000 (ペルシャ語) Atras B6 64 オリジナル 

Gitashenasi Geographical 
& Cartographic Institute 

16 Map of Islamic Republic of Iran, 1/5,200,000 (英文) Map B4 1 オリジナル Riahi Travel, Switzerland 
17 Tourist guide of Hamadan Province (英文) Book A5 86 オリジナル General Office of 

Hamadan 
18 Tourist guide of Ardabil (英文) Book B5 86 オリジナル 
19 Tourist guide of Tehran (英文) Book B5 86 オリジナル 
20 Tourist guide of Kordestan(英文) Book B5 86 オリジナル 
21 Tourist guide of Gilan(英文) Book B5 86 オリジナル 

Elam Publication 

22 GILAN Pamphlet - 8 オリジナル 
23 ZANJAN Pamphlet - 8 オリジナル 

Sharif Cultural Institute 

24 全国環境保全地域地図, 1/2,200,000 (ペルシャ語) Map A0 1 オリジナル 
25 EIA ガイドライン（ペルシャ語、英訳） Copy A4 5 コピー 

DOE 

26 水質分析結果シート（ペルシャ語） Copy A4 5 コピー Kordestan Province  
27 Company profile, Jamab Consulting Engineers  Pamphlet A4 11 コピー 
28 Jamab Application Systems: Demo Version 2005 CD - 1 コピー 

Jamab Consulting 
Engineers 

 MAHAB GHODSS 社案内 CD - - コピー MAHAB GHODSS 社 
 Lar Consulting Engineers 社案内 Copy A4 6 コピー Lar Consulting Engineers

社 
29 Tehran Times （英字新聞）（S/W サインの記事掲載）

（2007 年 2 月 12 日） 
新聞 - 16 オリジナル Tehran Times 

30 Water allocation law (翻訳依頼) Copy A4 11 コピー 
29 Iran’s budget law in 2006 (一部翻訳依頼) Book - 162 オリジナル 

30 Draft of water engineering standards, publications and 
books 

DVD - - コピー 

31 Long-term water development strategies (英文) CD - - コピー 
32 Fourth Development plan law (ペルシャ語－関連箇

所・翻訳済み) 
CD - 147 コピー 

33 MOE & WRMC Chart (翻訳済み) CD - 2 コピー 

34 List of Steering committee members (翻訳済み) Copy A4 2 コピー 
35 質問票の回答 Copy A4 9 コピー 
36 イラン側実施の中間報告書 (1 冊・翻訳依頼) Copy A4 393 コピー 

37 中間報告プレゼンテーションの電子ファイル CD - - コピー 

WRMC 

38 Manjil ダム諸元 (翻訳済み) Copy A4 1 コピー Manjil ダム発電所 

39 Astur ダムのパンフレット(翻訳済み) Copy A4 8 コピー Astur ダム建設所 
40 Kordestan 州ダム資料 (翻訳済み) Copy A4 4 コピー KWA 

Note: KWA = Kordestan Water Authority 
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